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ばぁばの「こき」（70才）のたん生日がありました。ばぁばとじぃじと、お母さんとお父

さんとぼくと妹と、ゆきのり
．．．．

おじさんとそのえ
．．．

おばさんといっしょに、おんせんのあるホテ

ルで、おいしいものをたべておいわいをしようと思いました。でも、コロナでたん生日会が

できなくなってしまいました。

ぼくは、ぼくと妹のかおを見たら、ばぁばが元気になると思いました。だからぼくは「ば

ぁばぁボックス」をプレゼントしようと思いました。

「ばぁばぁボックス」とは、くじびきのようなものです。はこの中には、ぼくと妹が生ま

れてから、コロナになるまでのばぁばといっしょにうつっているしゃしんと、コロナになっ

てからのぼくと妹だけのしゃしんが入っています。

しゃしんは、70まい入っています。りゆうは「こき」だからです。しゃしんのうらには、

ばぁばのいいところや、すごいところや、すきなところが書いてあります。

はこには、ぼくと妹がかいたばぁばの絵が、右と左にはってあります。はこのうしろがわ

には、みんなでおいわいのメッセージを書きました。

はこの前がわの、しゃしんをひくところには、ビーズでのれんのようなものをつけました。

はこぜんたいに、キラキラのシールでほうせきのようにかざりをつけました。

ぼくは、「ばぁばぁボックス」を“おたん生日おめでとう”という気もちをこめて、みん

なでつくりました。

ばぁばにプレゼントをあげたら、ばぁばはよろこんでいました。「うれしい」といって、

ないていました。そして、「たからものにする」といっていました。

ぼくは、コロナであえなかったからさびしかったけれど、ばぁばが元気になってくれてよ

かったと思いました。

コロナでも、気もちがわかれば、元気はなくならないんだなあと思いました。


